
ジンベエザメ　日本周辺
（Whale Shark, Rhincodon typus）

最近一年間の動き

2012 年 12 月の WCPFC 年次会合において、ジンベエザメ
を視認した際の付近でのまき網漁業の禁止措置が採択された。
また、まき網漁具に巻かれたジンベエザメを安全に放流する
ためのガイドラインが検討されている。また 2011 年の日本
沿岸での出現は定置網等で 18 個体が確認されている。

利用・用途

鰭はフカヒレスープの原料に、肉は食用になるが、日本で
はほとんど利用されない。まき網、竿釣り漁業のさめ付き操
業の指標となっている。近年、定置網で混獲された個体が、
いくつかの水族館で飼育・展示が行われるようになってきた。

漁業の概要

我が国ではジンベエザメを対象とした漁業はない。定置網へ
の迷入は相当数あると思われるが、水族館による需要も限定的
であるので、放流あるいは廃棄されるのが普通である。市場に
水揚げされる例はほとんどない。定置網の迷入は主に沖縄本島
から九州、四国太平洋沿岸で発生している（内田 1995）。

生物学的特性

【分布】
ジンベエザメは全世界の熱帯及び温帯に分布し、外洋にも

沿岸にも回遊する。赤道を中心に概ね、南は 35°S、北は 30
°N の帯内に分布し、暖流の動きに従ってさらに高緯度にも
出現する（図 1）。太平洋西岸の北海道沖（43°N）や大西洋
西岸のニューイングランド沖（42°N）などへの夏季の出現
がその例である。適水温や餌料生物の状況に従って移動する
のは確かであるが（岩崎 1970、Clark 1992）、いかなる距離
をどのように回遊するのか、生息深度などもよくわかってい
ない。近年、衛星追跡によるジンベエザメの回遊経路の解明
が試みられ、北米バハ・カリフォルニア沖で放流された個体
が 37 か月後に西部太平洋赤道域まで移動したことが確認さ
れた（Eckert and Stewart 2001）。

ジンベエザメの系群構造などについては、ほとんどわかっ
ていない。ジンベエザメは世界の熱帯から温帯域に分布する
ことから、大西洋に分布する個体群は太平洋・インド洋に分
布する個体群から隔離されているであろう。太平洋・インド

洋・大西洋における東西あるいは南北の系群が存在するかど
うかは、まったく不明である。太平洋では長期にわたる東西
方向の移動が知られているので、個体群内の東西交流はある
であろう。インド洋との関係に関しても不明である。

【産卵・回遊】
本種の繁殖については長い間謎であったが、1995 年に台

湾で漁獲された 11 m の雌が妊娠しており、両子宮中に 300
個体の胎仔と卵殻を持っていた。この胎仔のうちの 1 尾は日
本の水族館で 143 日間生存した。これにより、ジンベエザ
メが卵胎生であることが明らかになった。本種の小型個体
は 55 ～ 93 cm までで、世界に 9 例しか報告例がなく、出生
時の大きさはこの範囲にあるであろうが、特定されていない

（Joung et al. 1996）。
【成長・成熟】

本種は世界最大の魚類といわれており、最大体長は 17 ～
18 m、あるいは 21.4 m という説もあるがはっきりしない。
13.7 m というのが本種の最大としてよく用いられる数値で
ある。最新の正確な計測は 12.1 m である（Compagno 2001）。

図 1. 日本周辺と世界におけるジンベエザメの分布
（内田 1995、Last and Stevens 1994）

ジンベエザメ（Last and Stevens 1994）
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ジンベエザメの飼育下（容量 1,100 トンの水槽）における
年間の成長は 29.5 cm（全長；搬入時 3.65 m で 5 年 7 か月間
の飼育）及び 46 cm（搬入時 4.4 m で 1 年 9 か月間の飼育）
であった。容量 5,400 トンの水槽では 45.5 cm（搬入時 4.1 m
で 4 年 4 か月の飼育）であった（内田 1995）。年間の成長が
29.5 cm という例もあるが、飼育期間の後半、体調不良が長
く続いたため年平均成長率が低かったと推定される。これら
のことから、全長 3 ～ 6 m くらいの若齢個体では、少なく
とも年間 45 cm 程度の成長があるものと推定される（内田 
1995）。

【食性】
ジンベエザメはプランクトン捕食者である大型の数種の板

鰓類のうちの 1 種である（他はウバザメ、メガマウス、オニ
イトマキエイなど）。大きな口を開けて遊泳し、コペポーダ
などの甲殻類のほかに、イワシ、カタクチイワシ、サバ、小
さなまぐろ類、ビンナガ、イカなども捕食する（Compagno 
2001）。

資源状態

【資源の動向】
定置網における迷入は内田（1995）によれば、沖縄本島の

定置網で 1979 ～ 1994 年の 16 年間に 78 尾が報告されている。
年平均 4.9 尾であり、季節は 3 ～ 9 月であるが夏が多い。四
国太平洋岸では 1989 ～ 1993 年の 5 年間で 25 尾が報告され
ている。本海域でも年平均 5 尾であり、6 ～ 7 月に最も多く
報告されている。

表 1 に 1970 ～ 2011 年までの、文献情報等から収集したジ
ンベエザメの日本周辺での出現記録を示した。ジンベエザメ
は毎年 2 ～ 20 尾程度が定置網などに迷入しており、日本周
辺海域には毎年一定程度のジンベエザメが来遊してくると考
えられる。

【漁獲圧の動向】
本種を直接漁獲対象とする漁業はない。

管理方策

2012 年 12 月に WCPFC 年次会合において、ジンベエザメ
を視認した際の付近でのまき網操業の禁止措置が採択された。
また、まき網漁業におけるジンベエザメ付き魚群に対する意
図的な操業を禁止する規制が採択された。なお、ジンベエザ
メは絶滅の危機にあるとして 2000 年のワシントン条約第 11
回締約国会議では米国により附属書 II 掲載が提案されたが
否決され、2002 年の第 12 回締約国会議でインド、フィリピ
ン共同の附属書 II 掲載が提案され、採決の結果、可決された。
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表 1.　本邦周辺におけるジンベエザメの年別出現記録
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注：ジンベエザメとジンベイザメの表記は原文のままとした。

Copyright (C) 2013 水産庁・水産総合研究センター All Rights Reserved

平成 24 年度国際漁業資源の現況 36　ジンベエザメ　日本周辺

36 − 3


